
15 レクチャーシリーズ 理学療法テキスト『神経障害理学療法学 II』 正誤表  

■初版第 4 刷，第 5 刷をお持ちの方 

頁・箇所 誤 正 

P xiv（目次）  

12～16 行目 

（Lecture28） 

1）特定疾患治療研究事業    130 

2）難病患者等居宅生活支援事業  130 

ホームヘルパーの派遣／短期入所事業／日常生活用

具給付 

3）身体障害者福祉法   130 

4）障害基礎年金、障害厚生年金  130 

 

1）特定医療費の支給制度    130 

2）障害者総合支援法による障害福祉  

サービス  130 

自立支援給付／地域生活支援事業 

3）障害基礎年金、障害厚生年金   130 

4）介護保険制度 130 

P69  
上から 18 行目 

2）弧発性脊髄小脳変性症 2）弧発性脊髄小脳変性症 

P130 
Step up（差替） 

（正） 
次々ページ参照 

P138 表 4 （誤） 

 
（正） 

 



P138 2 行目 ALS で使用される重症度・障害度スケールと

しては，厚生省（当時）の重症度分類 
ALS で使用される重症度・障害度スケ

ールとしては，神経変性疾患調査研究

班による重症度分類 

P144  
21～24 行目 

進行が速いと補装具などを入手するまでに進

行してしまい，使える期間が短くなってしまう

ことも考えられるため，既製品（オルトップ

AFO®，アンクルサポーター）などで早めに対

応するか，貸し出しで対応するなどの配慮をす

る． 

緩徐進行性の神経筋疾患のうちの一部

についてロボットスーツによる歩行練

習が保険の適用となり，一部医療機関

で実施されている．ALS の場合では，

神経変性疾患調査研究班によるALS重

症度分類の 2以上であれば適応となる． 
P145 表 2 

「下肢型」の

14 行目に追加 

 ・ロボットスーツを利用した歩行 



 



 


